
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※具体的な取組は、令和元年６月発行の smile に掲載済。 

 

 

 
 
 

① ６月１８日（金）９：００～１１：４５ ※３回の受講が

困難な場合でも、

e ラーニングの受

講が可能です。 

② ９月１７日（金）１５：００～１６：４５ 
③ １２月１０日（金）１４：３０～１６：４５ 

No.1 

なんで、４すいを目指したの？？ 

だって、先生たちは忙しいのに、文字が多かったら読む気なくなるでしょ！ 

だから、見やすい、読みやすい、わかりやすいなんだね。今月号の内容は？ 

今月号は、令和２年度の働き方を振り返るよ。 

どうして振り返るの？過去は振り返る必要ある？ 

それはね、With コロナの中、先生たちは感染対策、学びの保障や各種行事の運用の検討など、

新たな業務の発生や心的な疲労の蓄積があった働き方だったでしょ。前例のない色々の対応があ

っても、先生たちは自分たちの働き方を工夫してきたんだよ。だから、令和３年度も先生たち一人

ひとりが自分自身の働き方を考えるきっかけにしてほしいんだ。 
 

今年度の働き方改革通信スマイルは、「4すい」宣言！！ 
すいすい読めて、すいすい実践！ 

「見やすい」「読みやすい」「わかりやすい」「実践しやすい」 

わかったよ。でも、「４すい」と言いながら、文字多くない？ 次回から気を付けます（汗） 

 

お知らせ 学校管理職の皆さまへ 

立教大学中原先生から「持続可能な働き方」を直接学ぶチャンスです！ 

ここ横浜で成果が出ています！ 

いや… 

自校にあった地に足のついた対策を学びます 

データを基に、持続可能な働き方を目指す 

組織研修（管理職選択研修） 

働き方における自校の課題解決を通して、組織開発

やリーダーシップ、マネジメント等を学ぶ研修です。立

教大学の中原先生（他２名）から直接学ぶことができ

る貴重な機会です。3 回の研修となります。第 1 回は

6 月 18 日（金）です。Leaf よりお申し込みください。 

（出典：中原先生による研修資料から一部抜粋） 

詳細は 

こちら 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１回目 ６月１８日（金）９：００～１１：４５ 研修の申し込みは、リーフからお願いします。 

※３回の受講が困難な場合でも、e ラーニングでの代替が可能です。 第２回目 ９月１７日（金）１５：００～１６：４５ 

第３回目 １２月１０日（金）１４：３０～１６：４５ 

➀ 
Topic 横浜市教育委員会事務局の取組 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
R1平均 R2平均 小学校R1 小学校R2
中学校R1 中学校R2 特別支援学校R1 特別支援学校R2
高等学校R1 高等学校R2

目標値 

参考）R2 年度平均値（４月～３月）全校種平均：7.6％ 小学校 5.2％ 中学校：13.9％ 特別支援学校：0.6％ 高等学校：8.4％ 
R１年度平均値※２（４月～３月）３校種平均：11.6％ 小学校：5.7％ 中学校：26.3％ 特別支援学校：1.0％ 高等学校：― 

※２ 令和元年度は３校種平均。新型コロナウイルス対策による一斉臨時休業期間中の令和２年３月を除外すると、３校種平均は 12.6％。 

３～５月 
一斉臨時休業 

６月 
段階的な 

教育活動再開 

７月 
給食・部活動再開 

８月 3日～16日 
例年より短い 
夏季休業 

９～11月 
延期されていた 
行事への対応 

１～３月 
緊急事態宣言による 
再度の各活動の制限 

指標① 目標値 0％ 

９月～３月 10.0％  小学校  中学校  高等学校 

URL： 

横浜市立学校 教職員の働き方改革プラン 令和２年度 取組状況 

みんなの実践・みんなのアイデアを募集！！ 

みんなの職場で工夫している働き方の実践やアイデアを募集しているよ。 

もちろん、スマイル通信の感想も大募集中！ QR コードでさくっと投稿してみてね。 

照会 → 勤務管理 → 出退勤情報照会 
→   検索  → ダウンロード 

照会 → 帳票・データ出力 → 帳票作成 
→ 服務/個人別出退勤情報（月間） 

ピッ！と真実にタッチ！ 時間外勤務時間！ 

二次元 

コード 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

小学校 中学校 特別支援学校 高等学校 平均

目標値 

各月の 19 時までに退勤する教職員の割合（％）（校種別） 

（％） 

参考）R2 度年平均値（４月～３月）全校種平均：77.3％ 小学校 75.2％ 中学校：77.9％ 特別支援学校：91.1％ 高等学校：82.6％ 
R１年度平均値（４月～３月）３校種平均：72.5％※４ 小学校：71.2％ 中学校：71.6％ 特別支援学校：88.5％ 高等学校：―― 

※４ 新型コロナウイルス対策による一斉臨時休業期間中の令和２年３月を除外すると、３校種平均は 70.8％。 
 

7１.９％ ９月～３月  小学校  中学校  高等学校 

※３ 一月の課業日を 20 日、土日の出勤含まず 

指標② 目標値 70％以上 

※「総合健康リスク」「量・コントロール」「周囲の支援」ともに全国平均を 100 とし、数値が高いほどストレス度合い
が高くなります。 

各項目において、前年度比で改善が見られまし

た。一方で、新型コロナウイルス感染症に起因する

他律的・突発的な業務の増大により、業務の「量・

コントロール」については、全国平均よりも高い値

となったものと考えられます。 

令和２年度 全教職員の年休平均取得日数 
11.8 日 

指標③ 目標値 １００未満 

0.3% 1.5%1.8% 2.1%

6.6%8.0%10.3%13.0%
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４月末 ５月末 ６月末 ７月末 ８月末 ９月末 10月末 11月末 12月末 １月末 ２月末 ３月末

R１指標の達成状況 R２指標の達成状況

目標値 夏季休業が８月３日から

16 日と例年より短かっ

たことから、夏季休暇に

あわせての年次休暇を

取得できず、３月末まで

に、10 日以上の年休取

得ができなかった教職

員が多かったものと考え

られます。 

指標④ 目標値 全員１０日以上 
（100％） 


